
農地利用最適化推進委員　本人による応募の状況（令和8年3月31日）

第1
希望

第2
希望

第3
希望

第4希望
以降

小川　達也 農業 51 男
1996～1998　在ブラジル日本大使公邸料理長
1999～　　　　農業に従事、現在に至る

専業 31,000 0 0 0 0
1「花見川・
稲毛ブロッ
ク」

　近年、加速度的に農業者が減少し、改善の兆しも見られません。地方
の大産地では大規模担い手が生産を活性化していますが、慢性的なエ
ネルギー高と流動性の高い外国人労働者依存では将来性は不透明で
す。本来都市部に隣接する農業生産地が都市の食糧供給源となるべき
で、千葉市はその条件に適した地理的優位性を有していると思います。
それを活かした都市農産地形成に参加したいと思っています。

応募しない

林　則正 パート 71 男

昭和52年3月　明星大学理工学部土木工学科
卒業
昭和52年4月～平成27年7月　㈱ライクス、京
葉都市開発㈱に就職（土木、建築、現場管理
及び管理職として従事）
平成27年10月～現在　鴻池運輸㈱、東洋食品
㈱にてパート・職員にて従事
令和元年～　　千葉市東部土地改良区監事、
千葉市森林組合総代　
令和7年度～　本郷自治会会長代理

自家消費 24,838 16 0 0 0 0
　令和5年度より推進委員として活動してまいりました。自分の生れ育っ
た地域の農地を守り続ける事の難しさを感じ、なお、いっそう出来るだけ
の事をしたいと思います。

応募しない

千𦚰　晶 農業 70 男

昭和53年　千葉工業大学　卒業
昭和54年～平成17年　千葉県食糧株式会社　
在職
平成17年～令和3年　伊丹産業株式会社　在
職
平成24年～平成25年　更科地区スポーツ振興
会会長
平成29年～令和8年現在　千葉市農地利用最
適化推進委員（3期目）

専業 16,000 21 22 0 0
6「更科ブ
ロック」

　現在、農地利用最適化推進委員を3期勤めさせて頂いておりますが、
農業者の高齢化スピードが速く今後も農地の遊休化が増加すると考えら
れる為、引き続き3期経験を生かし地域の為に貢献したいと考え応募さ
せて頂きました。

応募しない

髙橋　茂樹 会社員 71 男

昭和50年～平成26年　千葉県職員　主に県土
整備部
平成18年～令和5年　千葉市大田和土地改良
区
　　　　　　　　　　　　　　代表監事　副理事長　
理事長
平成27年～令和4年　（株）エポック　営業
令和5年～現在　　　　千鉱エンジニアリング
（株）　営業

兼業 7,000 15 0 0 0 0
　地域農業従事者の高齢化等により、農業後継者が減少する中、千葉
市大和田土地改良区に従事した経験を活かし地域農地の安定的維持管
理に向け、微力ながら市農政のお手伝いが出来たらと思います。

応募しない

石井　一也 農業 41 男

平成15年～令和2年　千葉県立大網高校　嘱
託職員
平成19年　県立農業大学校　研究科　卒業
平成19年～現在　平川蘭葉組合　石井洋蘭
園、
　　　　　　　　　　　 平川ライスセンター組合　就
農
平成26年～現在　千葉市農業委員会委員　就
任
令和4年～現在　千葉県農業士

専業 15,000 11 10 15 14
3「鎌取・誉
田ブロック」

　幼いころより農村に育ち、就農して感じたことの一つに、農業従事者の
超高齢化があります。休耕、耕作放置が増えていることを悲しく思いま
す。4期農業委員を勤めさせていただいた経験を引き続き活かし、農地を
守りたいと思い応募しました。

応募する

石井　尚太 農業 68 男

昭和56年3月　早稲田大卒業
昭和56年4月～令和2年3月　公立中学校教諭
令和2年7月～現在　農地利用最適化推進委
員

専業 3,280 10 0 0 0
3「鎌取・誉
田ブロック」

　第一に千葉県の中心に位置すると同時に首都東京に隣接する都市で
農業をするのは大きな地の利があると考えます。多くの消費者が存在し
ています。千葉の農産物を食べたいと思ってもらえるようにしていきたい
と考えます。それには、千葉市の農産物の知名度を上げていくことが大
切と考えます。他の生産地と比べても「千葉市の物は素晴らしい、品質
が良い、おいしい。」と消費者に思ってもらえるようにしなければならない
と考えます。それにはより良い作物を作るという農家の努力も必要です
が、広報活動を充実させて広く知らしめていく必要があるかと思います。

応募しない

氏名 職業 年齢
農業委員会委員
への応募の有無

性別 経歴
形態 耕作面積

応募する理由

農業経営の状況
区域を希望の場合
希望する担当区域またはブロック

ブロックを希
望の場合


